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当院で2人目の手術看護認定看護師になった古屋 忍と申します。私は消化
器外科病棟で7年間勤務し、手術室では16年目になります。
手術室看護師が患者様と信頼関係を築き、気持ちに寄り添い、代弁者として
の役割を果たすためには、術前からの関わりが必要です。また、褥瘡・せん妄・
VTE・疼痛コントロール等、手術室の看護師が関わることで、術中ケアの質の向
上、術後回復過程の促進に繋げることができます。そのため、現在一部の患者

のみに行なっている術前・術後訪問を全員の患者様へ拡大し、患者様への術前
オリエンテーションや病棟看護師との情報交換の機会をつくっていきたいと考え
ています。

また、患者様にとって一番重要なことは、予定している手術が安全に行なわれ
ることです。手術医療の高度化、高齢で多くの既往症を抱えた患者様に対応す

るためには、看護師の知識・技術の底上げも必須であり、マニュアルの整備や
教育体制の見直しに取り組んでいく予定です。

今後、外来や病棟と情報を共有し、安全な手術、術後の早期回復に関わって
いくことができるよう、連携を深めていきたいと考えています。まだ認定看護師に
なったばかりで未熟ではありますが、精一杯取り組んで参ります。これからどう
ぞよろしくお願い致します。 手術看護認定看護師 古屋 忍

NEW！！ 新しい認定看護師の紹介

新電⼦カルテシステムではコンサルテーション⽅法が変更になります。

「ナビゲーションマップ」上、「オーダ」の画⾯の右側に「チーム医療」のコーナーがあります。
そちらから、介⼊を検討されているチームのシートへご⼊⼒下さい。

詳細については今後説明会を予定しています。


